
１
―
県
都
計
審
、
市
の
線
引
き
見
直
し
案
了
承

３
―
中
区
水
町
通
り
「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
。
▽
ヨ
ー
ク
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新

古
今
若
者
集
」
開
催
。
▽
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

ラ
ス
ト
を
す
す
め
る
全
国
の
会
」
第
二
回
全
国

大
会
開
催
（
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
）

５
―
市
、
宅
地
開
発
要
綱
を
昭
和
六
十
年
四
月

か
ら
緩
和
し
、
十
二
月
か
ら
調
整
区
域
内
の
開

発
許
可
基
準
運
用
を
弾
力
化
す
る
と
発
表
。
規

制
か
ら
誘
導
へ
。
▽
市
と
商
工
会
議
所
「
地
域

経
済
情
報
サ
ー
ビ
ス
機
関
」
の
基
本
構
想
ま
と

め
る

６
―
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
環
境
事
業
局
北

部
工
場
と
余
熱
利
用
す
る
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

四
施
設
の
完
工
式

７
―
市
と
東
急
、
市
営
地
下
鉄
三
号
線
を
「
画

ざ
み
野
駅
」
へ
接
続
す
る
こ
と
で
合
意
。
▽
地

方
の
時
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
高
度
情
報
化
社
会

と
地
域
」
開
幕
。
▽
「
港
南
・
こ
ど
も
ま
ち
づ

く
り
絵
画
展
」
　
（
港
南
区
主
催
）
地
下
鉄
上
大

岡
駅
の
地
下
通
路
で
開
催
。
区
内
の
小
学
生
の

作
品
二
、
〇
三
三
枚
展
示
（
～
1
1
）

８
―
街
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
都
市
環
境
と

水
辺
」
開
幕

1
1
―
第
四
回
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
開
催
。
▽
「
横
浜

の
環
境
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
。
▽

　
「
赤
い
靴
児
童
文
化
大
賞
」
（
童
謡
赤
い
靴
を

愛
す
る
市
民
の
会
）
、
長
崎
源
之
助
氏
ら
に

　
1
―
第
二
次
中
曾
根
内
閣
発
足
。
▽

　
新
札
デ
ビ
ュ
ー
。
▽
武
蔵
野
市
で
「
電

　
算
機
の
導
入
を
監
視
す
る
市
民
の

　
会
」
が
「
市
民
情
報
の
集
中
管
理
は

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
恐
れ
あ
り
」

　
と
し
て
市
長
を
相
手
に
提
訴
。
3
―

　
文
化
勲
章
。
上
村
松
篁
、
貝
塚
茂
樹

　
ら
五
氏
に
授
与
。
6
―
仙
台
市
長
の

　
島
野
武
氏
死
去
（
7
9
歳
）
。
8
―
国

　
土
庁
地
価
動
向
調
査
。
五
十
九
年
度

　
上
半
期
の
住
宅
地
の
全
国
平
均
上
昇

　
率
一
・
三
％
。
9
―
経
企
庁
「
人
生
八

　
十
年
の
ゆ
と
り
と
安
定
の
た
め
に
」

　
ど
題
す
る
国
民
生
活
白
書
報
告
。
1
2

　
―
逗
子
市
長
選
挙
で
「
緑
と
子
供
を

　
守
る
市
民
の
会
」
推
薦
の
富
野
暉
｝

　
郎
氏
初
当
選
。
1
5
―
国
土
庁
、
四
全

　
総
策
定
の
た
め
の
長
期
展
望
を
報

　
告
。
地
域
が
自
立
、
協
調
す
る
自
立

　
調
和
型
社
会
の
構
築
を
強
調
。
1
6
―

　
東
京
都
世
田
谷
区
で
電
話
回
線
埋
設

　
溝
火
災
。
▽
文
部
省
統
計
数
理
研
究

　
所
「
国
民
性
の
研
究
」
調
査
結
果
発

　
表
。
「
世
間
の
し
き
た
り
に
は
従
う

　
が
、
大
切
な
の
は
国
家
よ
り
家
族
」

　
な
ど
本
音
思
考
世
代
が
増
加
。
1
8
―
　
　
　

自
治
省
の
地
域
政
策
動
向
調
査
。
各

　
自
治
体
は
地
域
経
済
振
興
策
、
特
に

　
先
端
技
術
産
業
育
成
が
重
点
施
策
。

　
2
0
―
消
防
白
書
報
告
。
出
火
原
因
は

　
放
火
が
ト
ッ
プ
、
二
位
た
ば
こ
。
2
3

1
5
―
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
起
工
式

1
7
―
区
民
会
議
十
周
年
交
流
会
開
催

2
0
―
新
「
人
形
の
家
」
起
工
式
。
▽
金
沢
埋
め

立
て
地
、
工
業
等
制
限
法
適
用
除
外
の
再
々
延

長
が
閣
議
決
定

2
1
―
市
会
定
例
会
開
会

2
4
―
第
三
三
回
横
浜
文
化
賞
贈
呈
式

2
8
―
鶴
見
区
「
明
日
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
（
鶴
見
区
工
業
会
主
催
）
　
　
　
　
　
　
　
　

1
―
大
地
震
発
生
を
想
定
し
た
市
職
員
非
常
動
　
一

員
訓
練
実
施
。
▽
大
正
活
映
撮
影
所
跡
の
記
念

碑
除
幕
式
、
中
区
元
町
公
園
内
で
挙
行
。
▽
横

浜
五
大
学
連
合
学
会
・
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
を
め

ぐ
る
諸
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
横
浜
国
大
）

3
―
「
戸
塚
区
の
再
編
成
に
関
す
る
条
例
案
」

発
表
。
▽
下
水
道
使
用
料
値
上
げ
案
を
発
表
、

平
均
ア
ッ
プ
率
四
七
・
七
％

4
―
み
な
と
経
済
振
興
懇
談
会
「
先
端
技
術
産

業
立
地
促
進
策
検
討
委
員
会
報
告
書
」
発
表

▽
株
式
会
社
横
浜
み
な
と
み
ら
い
2
1
、
M
M
2
1

地
区
の
「
お
祭
り
広
場
」
構
想
を
発
表
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
マ
ケ
ク
ニ

ー
観
光
相
、
昭
和
六
十
一
年
に
横
浜
市
に
コ
ア

ラ
雄
二
匹
を
贈
与
す
る
意
向
を
表
明

6
―
総
務
局
、
横
浜
駅
東
口
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
移
転
の
方
針
を
表
明

―
総
理
府
「
警
察
に
関
す
る
世
論
調

査
」
発
表
。
2
6
―
六
都
県
市
地
震
対

策
研
究
会
議
「
首
都
圏
直
下
の
地
震

お
よ
び
東
京
湾
津
波
の
危
険
に
関
す

る
研
究
」
報
告
。
2
8
―
地
方
自
治
体

の
定
員
管
理
調
査
。
三
、
二
三
〇
、

七
四
〇
人
で
前
年
比
九
一
〇
人
減
。

2
9
1
厚
生
省
、
「
丸
山
ワ
ク
チ
ン
」
の

治
験
期
間
を
引
き
続
き
三
年
間
延
長

す
る
ど
決
定
。

１
―
新
「
割
賦
販
売
法
」
施
行
。
３

―
地
方
自
治
経
営
学
会
「
公
・
民
の

コ
ス
ト
比
較
」
報
告
書
。
▽
イ
ン
ド
、

ポ
バ
ー
ル
の
化
学
工
場
毒
ガ
ス
漏
れ

事
故
。
６
―
中
小
企
業
近
代
審
、
中

小
企
業
の
技
術
開
発
政
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
中
間
報
告
提
出
。
９
―

米
原
子
力
空
母
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
横

須
賀
寄
港
。
▽
一
九
九
〇
年
代
に
世

界
的
水
危
機
到
来
、
水
資
源
保
護
の

長
期
的
戦
略
必
要
（
米
ワ
ー
ル
ド
ウ

ォ
ッ
チ
研
予
測
）
。
▽
地
方
自
治
協

会
「
市
町
村
の
規
模
・
能
力
に
応
じ

た
事
務
再
配
分
」
報
告
。
1
0
―
中
央

省
庁
。
公
社
公
団
の
不
適
正
・
不
適

切
な
経
費
支
出
一
七
一
億
円
（
会
計

検
査
院
報
告
）
。
1
2
―
税
関
検
査
は
’

憲
法
二
一
条
が
禁
じ
た
検
閲
に
は
あ

た
ら
な
い
（
最
高
裁
判
決
）
。
1
3
―
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市政日誌

1
4
―
横
浜
市
大
学
長
が
市
大
の
将
来
構
想
発
表

1
8
―
中
区
「
野
毛
地
区
街
作
り
を
考
え
る
会
」

発
足

1
9
―
港
北
区
小
机
・
鳥
山
地
区
の
多
目
的
遊
水

池
建
設
計
澗
で
建
設
省
、
地
元
説
明
会
始
め
る

2
1
―
東
戸
塚
地
区
の
超
高
層
住
宅
建
設
計
画
、

県
都
計
審
で
決
定
。
▽
よ
こ
は
ま
水
辺
賞
（
よ

こ
は
ま
か
わ
を
考
え
る
会
）
受
賞
式
。

▽
山
下
公
園
で
ポ
ー
ト
ヨ
コ
ハ
マ
ー
ウ
ィ
ン
タ

ー
イ
ル
ミ
ー
ネ
シ
ョ
ン
点
灯

2
2
―
県
、
横
浜
、
川
崎
三
首
長
懸
談
会
、
精
神

薄
弱
者
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
設
立
で
合
意

2
4
―
特
勤
手
当
訴
訟
の
控
訴
審
判
決
で
原
告
の

北
見
正
一
さ
ん
勝
訴

2
5
―
市
緑
の
環
境
整
備
審
議
会
「
横
浜
に
ふ
さ

わ
し
い
緑
の
確
保
と
保
全
・
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
を
市
長
に
答
申

2
7
―
新
年
度
予
算
で
市
の
外
債
発
行
が
認
め
ら

れ
る
。
▽
市
病
院
事
業
経
営
問
題
研
究
会
、
市
立

病
院
の
経
営
健
全
化
に
関
す
る
報
告
書
提
出

４
―
特
勤
手
当
訴
訟
で
市
と
元
五
局
長
、
上
告

を
断
念
す
る
と
発
表

５
―
昭
和
五
十
九
年
「
横
浜
市
災
害
状
況
」
速

報
、
火
災
は
三
年
連
続
減
少

７
―
市
長
、
新
年
度
は
郊
外
部
の
施
設
整
備
な

ど
に
重
点
を
置
く
方
針
、
予
算
編
成
は
積
極
基

調
で
行
う
と
表
明
（
年
頭
記
者
会
見
）

８
―
ジ
ャ
パ
ン
ボ
ウ
ル
出
場
の
選
手
代
表
と
チ

ア
ガ
ー
ル
が
市
長
を
表
敬
訪
問

３
―
日
米
首
脳
会
談
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
）
開
催
。
▽
大
学
。
企
業
な
ど
の

科
学
技
術
研
究
費
総
額
七
兆
一
、
八

〇
八
億
円
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
二
・
五
八
％

　
（
総
務
庁
調
査
）
。
５
―
厚
生
省
、

養
護
児
童
等
実
態
調
査
発
表
。
▽
自

治
省
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
設
立
構
想
発
表
。
８
―
厚
生
省

　
「
厚
生
行
政
基
礎
調
査
」
発
表
。
1
1

―
県
の
「
住
宅
統
計
調
査
」
発
表
。

通
産
省
、
経
済
協
力
白
書
発
表
。
1
4

―
経
企
庁
「
拡
大
す
る
米
国
経
済
と

高
金
利
下
の
世
界
経
済
」
（
世
界
経

済
白
書
）
発
表
。
1
5
―
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
自
体
を
著
作
物
と
し
て
著
作
権
法

に
よ
り
保
護
す
べ
き
（
著
作
権
審
議

会
報
告
）
。
１
６
―
自
治
体
が
造
成
し

た
臨
海
工
業
用
地
四
、
二
五
三
池
売

れ
残
り
（
地
方
自
治
協
会
の
報
告
）
。

1
7
ー
中
華
人
民
共
和
国
で
大
分
県
の

　
「
一
村
一
品
運
動
」
を
絶
賛
。
1
8
―

　
「
科
学
技
術
白
書
」
報
告
。
2
6
―
神

奈
川
県
情
報
公
開
訴
訟
で
「
原
告
は

公
開
拒
否
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め

る
法
律
上
の
利
益
あ
り
」
と
し
、
差

し
戻
し
判
決
（
東
京
高
裁
）
。
2
2
―

国
民
の
六
三
％
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過

剰
摂
取
（
厚
生
省
国
民
栄
養
調
査
）
。

2
4
―
前
東
京
都
知
事
美
濃
部
亮
吉
氏

死
去
（
8
0
歳
）
。
2
9
―
日
本
海
側
の

豪
雪
続
く
。
上
信
越
、
北
陸
線
マ
ヒ
。

９
―
新
本
牧
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
高
橋

聡
明
さ
ん
の
作
品
に
決
定

1
7
―
市
大
医
学
部
新
校
舎
建
築
工
事
の
起
工
式

　
（
金
沢
区
福
浦
）
。
▽
「
愛
の
母
子
像
」
、
港

の
見
え
る
丘
公
園
フ
ラ
ン
ス
山
で
除
幕
式

1
8
―
「
市
政
百
周
年
記
念
事
業
基
本
構
想
検
討

委
員
会
」
の
初
会
合
、
会
長
に
吉
國
二
郎
氏
選

出
。
▽
市
監
査
委
員
、
瀬
谷
区
瀬
谷
町
の
障
害

者
地
域
活
動
ホ
ー
ム
の
建
設
問
題
で
住
民
の
請

求
を
退
け
る

1
9
―
第
一
回
「
水
辺
セ
ミ
ナ
ー
」
　
（
よ
こ
は
ま

か
わ
を
考
え
る
会
主
催
）
開
催

2
3
―
公
害
対
策
局
、
南
区
弘
明
寺
周
辺
の
大
岡

川
で
渇
水
の
た
め
弱
っ
た
コ
イ
七
〇
匹
を
救
出

▽
地
域
文
庫
へ
の
配
本
車
に
よ
る
配
本
の
存
廃

を
め
ぐ
り
「
配
本
制
度
の
存
続
拡
大
を
求
め
る

連
絡
会
」
と
図
書
館
側
と
の
話
し
合
い
開
催

2
4
―
新
本
牧
の
街
づ
く
り
に
公
益
信
託
制
度
を

導
入
ナ
る
こ
と
が
決
定
。
名
称
は
「
公
益
信
託

・
ヨ
コ
ハ
マ
中
区
ま
ち
づ
く
り
本
牧
基
金
」

2
7
―
「
第
一
回
国
際
青
年
の
年
神
奈
川
大
会
」

開
幕
（
県
立
音
楽
堂
）

2
8
―
保
土
ヶ
谷
区
中
央
連
合
町
会
、
市
議
会
定

数
是
正
を
求
め
る
署
名
運
動
を
始
め
る
。
▽

　
「
横
浜
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社
」
に
郵
政
省

が
Ｆ
Ｍ
放
送
の
予
備
免
許
を
交
付

3
1
―
「
地
盤
沈
下
対
策
指
導
要
綱
」
を
新
横
浜

駅
地
区
と
戸
塚
駅
地
区
を
対
象
に
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
と
発
表

1
5
―
日
豪
首
脳
会
談
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）

開
催
。
▽
全
国
六
五
二
都
市
の
総
人

口
九
、
一
六
三
万
人
、
全
国
人
口
の

約
七
七
％
（
全
国
市
長
会
の
調
査
）
。

▽
横
綱
北
の
湖
引
退
を
表
明
。
1
7
―

関
西
電
力
高
浜
原
子
力
発
電
所
三
号

機
が
営
業
運
転
開
始
。
日
本
の
原
発

二
八
基
、
二
、
〇
五
六
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
。
▽
芥
川
賞
。
木
崎
さ
と
子
氏

　
「
青
桐
」
に
決
定
。
1
8
―
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
異
業
種
間
交
流
や
組
織
化
を

進
め
信
頼
度
の
向
上
目
指
せ
（
通
産

省
サ
ー
ビ
ス
産
業
研
報
告
）
。
1
9
―

米
は
日
本
人
の
主
食
と
し
て
最
も
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
る
、
九
一
・
八
％

　
（
総
務
庁
世
論
調
査
）
。
2
0
―
日
本

の
婦
人
の
地
位
は
向
上
し
た
、
七
八

％
（
総
理
府
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
）
。

2
1
―
国
税
庁
、
最
高
路
線
価
発
表
。

対
前
年
引
き
上
げ
率
七
・
五
％
。
2
4

―
寝
た
き
り
・
痴
呆
性
老
人
の
施
設

と
し
て
病
院
と
ホ
ー
ム
を
統
合
し
た

介
護
施
設
の
制
度
化
が
必
要
（
社
会

保
障
制
度
審
議
会
提
言
）
2
6
―
「
情

報
公
開
法
を
求
め
る
市
民
運
動
」
の

交
流
集
会
。
2
8
―
長
野
県
信
更
町
の

国
道
1
9
号
線
で
、
ス
キ
ー
バ
ス
転
落

事
故
。
3
0
―
文
部
省
、
家
庭
育
児
書

「
現
代
の
家
庭
教
育
―
乳
幼
児
期
編
」

作
成
配
布
。

調査季報85―85.3103

資糾は「広報よこはま」によったほか、主として神奈川新聞と参考にした。*印は日付不確定のため新聞発行日。
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